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《内容》素人勉強から AI を議論する /「緊急シンポジウム　新型出生前
診断はだれのため？」共催団体に加わるにあたって/私たちはビッグデー
タにどう向き合うのか / 公立福生病院事件を考える院内集会が開催され
る／出来事など

●集会のご案内（詳細は 10 頁）
■緊急シンポジウム　新型出生前診断はだれのため？　※手話通訳・PC 文字通訳あり
林伸彦さん（NPO 法人親子の未来を支える会）/ 利光恵子さん（立命館大学生存学
研究所客員研究員）/ 河合香織さん（ノンフィクション作家）
■日時：2019 年 8 月 11 日（日）13 時 00 分〜 16 時 30 分
■開場：江戸東京博物館 １階会議室（先着 150 名）
■アクセス：JR 総武線 両国駅西口 徒歩３分、都営地下鉄大江戸線 両国駅 A4 出口 
徒歩 1 分
■資料代：1000 円（資料代）※資料不要の介助者分は無料
■主催：実行委員会
　
●定例会のご案内
■課題：異種移植と動物性集合胚について
■報告：村上茂樹
■日時：2019 年 9 月 12 日（木）18：00 〜
■開場：東京ボランティア・市民活動センター　フリーゾーン（セントラルプラザ 10 階）
■アクセス：JR・東西線・有楽町線「飯田橋」徒歩 3 分
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私
た
ち
は
、
マ
ス
コ
ミ
や
我
々
の
身
近
な
生
活
に
中
で
「
Ａ
Ｉ
」
と
か
「
人

工
知
能
」
と
か
「
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
」
と
い
う
言
葉
を
見
聞
き
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
政
府
は
、「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
＝Society 5.01

」
の
実
現
を

目
標
と
し
て
掲
げ
、 「
統
合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」（
２
０
１
８
年
６
月
閣
議
決

定
）
を
定
め
、
特
に
取
組
を
強
化
す
べ
き
主
要
分
野
と
し
て
Ａ
Ｉ
技
術
、
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
が
決
め
ら
れ
、
莫
大
な
研
究
費
、
人
材
な
ど
を
投
入
し

て
い
ま
す
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
基
盤
技
術
の
確
立
や
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
用
い
た
ゲ
ノ
ム
編
集
等
生
物
機
能
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
素
材
、
高
機

能
製
品
の
開
発
、 

フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
、
農
業
等
に
係
る
最
先
端
の
基
盤
技
術
開
発

と
社
会
実
装
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

　

そ
こ
で
、
２
０
１
９
年
５
月
３
０
日
Ｄ
Ｎ
Ａ
問
題
研
究
会
で
、
掲
記
テ
ー
マ

で
勉
強
会
を
行
っ
た
。
そ
の
時
の
内
容
に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
報
告
し
ま
す
。

１　

Ａ
Ｉ
（Artificial	Intelligence

、
人
工
知
能
）
っ
て
何
だ
？

　

専
門
家
の
間
で
は
、
定
義
は
ま
だ
定
か
で
な
い
。「
人
工
的
に
つ
く
ら
れ
た
知

能
を
持
つ
実
体
」、「
知
能
を
持
つ
メ
カ
な
い
し
心
を
持
つ
メ
カ
」
と
か
い
う
が
、

人
工
知
能
の
実
体
は
、数
値
計
算
し
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
。
人
工
知
能
は
、チ
ェ

ス
、
囲
碁
、
将
棋
の
棋
士
や
ク
イ
ズ
王
に
勝
っ
た
り
、
自
動
運
転
車
、
人
工
知

能
搭
載
ロ
ボ
ッ
トPepper

、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
ネ
ッ
ト
広
告
や
金
融
取

引
な
ど
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
人
間
を
越
え
る
疲
れ
知
ら

ず
の
高
速
、
膨
大
、
効
率
的
な
学
習
（「
経
験
」）
習
得
能
力
を
持
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
意
思
、
感
情
、
心
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
意
思
、
感
情
、

心
が
あ
る
「
ら
し
く
」
み
え
る
。

２　

Ａ
Ｉ
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史

　

戦
後
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
開
発
と
と
も
に
ノ
ー
バ
ー
ト
ー･

ウ
ィ
ナ
ー
に
よ
っ

て
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
（
人
工
頭
脳
学
）
が
提
唱
さ
れ
た
。
Ａ
Ｉ
は
、
そ
の

延
長
線
上
の
技
術
で
あ
る
と
い
え
る
。
Ａ
Ｉ
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
は
、
お
お
む

ね
以
下
に
示
す
３
次
に
わ
た
り
盛
衰
を
繰
り
返
し
、
進
展
し
て
現
在
に
至
っ
て

い
る
と
い
え
る
。

１
９
６
０
年
代
：「
探
索
、
推
論
の
時
代
」
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
人
間
が
判
定

基
準
を
定
義
し
て
数
値
処
理
す
る
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
処
理
能
力
が
不
十
分

で
ゲ
ー
ム
に
は
使
え
て
も
実
用
性
に
お
い
て
行
き
詰
る
。
し
か
し
、
人
工
知
能

の
基
本
的
概
念
、
理
論
は
こ
の
こ
ろ
作
ら
れ
る
。

１
９
８
０
年
代
：「
知
識
の
時
代
」
で
、
人
間
の
専
門
知
識
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

事
前
に
全
て
書
き
込
ん
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
判
断
処
理
す
る
。
エ
キ
ス
パ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
と
し
て
高
性
能
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
す
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
事

象
を
書
き
出
す
こ
と
が
困
難
で
適
応
範
囲
が
限
定
さ
れ
、
行
き
詰
る
。

２
０
１
０
年
代
：「
深
層
学
習
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
時
代
」
で
、
判
断
基
準
を
人

間
が
指
定
し
て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
（
大
量
情
報
）
か
ら
、
よ
り
正
解
率
の
高
い
確
率

条
件
を
作
り
出
す
（
特
徴
量
）、
あ
る
い
は
人
間
が
指
定
し
な
く
て
も
超
高
速
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
自
身
が
特
徴
量
を
作
り
出
す
。
こ
れ
に
よ
り
特
に
画
像
認
識
、
会

●
定
例
会

素
人
勉
強
か
ら
Ａ
Ｉ
を
議
論
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
野
芳
紀
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話
認
識
な
ど
が
発
達
し
、応
用
領
域
が
広
が
っ
て
い
る（「
弱
い
Ａ
Ｉ
」）。
し
か
し
、

感
情
、
自
由
意
志
に
よ
る
意
識
を
含
む
脳
全
体
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
の
再
現

は
、
未
知
で
あ
る
（「
強
い
Ａ
Ｉ
）。

３　
「
深
層
学
習
（
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
時
代
」
の
Ａ

Ｉ
技
術

　

今
日
の
Ａ
Ｉ
発
展
の
主
な
技
術
的
要
因
と
し
て
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

⑴
深
層
学
習
と
い
う
デ
ー
タ
を
元
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
自
ら
特
徴
量
を
作
り
出
す

技
術
（
判
定
基
準
の
自
動
作
成
）

⑵
ネ
ッ
ト
社
会
で
の
大
量
デ
ー
タ
（
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
）
を
学
習
デ
ー
タ
と
し
て

入
手
（
大
量
デ
ー
タ
の
入
手
容
易
さ
）

⑶
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
高
速
化
（
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
Ｇ
ｐ
Ｕ
画
像
処
理

専
門
演
算
装
置
、
並
列
処
理
方
式
）

⑷
畳
み
込
み
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
（
片
寄
り
あ
る
デ
ー
タ
や
デ
ー

タ
ー
数
が
少
な
い
と
正
解
の
確
率
低
下
（「
過
学
習
」
と
い
う
）
の
回
避
）

４　

問
題
提
起

⑴
Ａ
Ｉ
と
人
間
の
違
い
は
何
か

●
人
間
は
、
知
的
、
生
き
も
の
。
知
識
、
意
識
、
感
情
が
あ
り
、
一
回
限
り
の
命
、

身
体
の
内
外
の
動
き
・
循
環
、
自
己
再
生
と
繁
殖
し
、
他
の
生
き
物
・
自
然
と

共
存
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
生
き
ら
れ
な
い
。（
体
内
微
生
物
、
植
物
、
太
陽
・

大
気
・
水
・
土
壌
な
く
し
て
は
生
き
て
い
か
れ
な
い
）。

●
本
能
的
な
感
情
、
反
応
は
、
進
化
の
過
程
で
得
た
遺
伝
的
な
も
の
で
、
Ａ
Ｉ

は
そ
の
デ
ー
タ
を
習
得
す
る
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
知
識
、
知
能
は
、
生
後
、

成
長
す
る
過
程
で
習
得
し
た
も
の
で
、
Ａ
Ｉ
は
、
か
な
り
習
得
可
能
で
は
な
い
か
。

＊
脳
は
大
脳
、
小
脳
、
脳
幹
に
大
別
で
き
、
脳
幹
は
生
命
維
持
装
置
で
自
律
神

経
機
能
の
中
枢
、
小
脳
は
知
覚
と
運
動
制
御
を
つ
か
さ
ど
り
、
大
脳
は
進
化
の

過
程
で
最
も
遅
く
発
達
し
た
部
位
で
認
知
、
思
考
、
言
語
、
記
憶
を
つ
か
さ
ど

る
。
人
間
の
脳
に
は
、
１
０
０
０
億
個
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
（
神
経
細
胞
）
が
あ
り
、

８
０
０
億
個
は
小
脳
に
あ
り
、
２
０
０
億
個
は
、
大
脳
に
あ
る
。

●
心
が
人
の
行
動
を
指
示
し
て
い
る
。
心
は
社
会
が
成
立
す
る
た
め
の
要
で
あ

る
。
４
歳
こ
ろ
か
ら
「
心
」
が
で
き
る
と
い
う
「
心
の
理
論
」
が
あ
る
。（「
他

人
の
心
が
分
か
り
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
が
理
解
で
き
る
」
と
い
う
実
験

か
ら
）

●
人
間
は
、
個
の
数
の
増
加
（
人
口
増
加
）
に
伴
い
、
個
と
し
て
自
立
し
、
集
団

と
し
て
家
族—

ム
ラ—

都
市—

国
家
へ
と
他
の
集
団
を
統
合
し
、
様
々
な
異
文

化
、
習
慣
を
包
含
さ
せ
な
が
ら
共
生
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
掟
、
宗
教
、
武
力
・

軍
事
、
封
建
制
、
議
会
制
、
教
育
制
度
、
農
商
工
業
技
術
、
交
通
シ
ス
テ
ム
な

ど
社
会
的
進
化
の
歴
史
（
人
為
的
淘
汰
）
を
遂
げ
て
き
た
。

●
こ
の
よ
う
な
人
間
の
変
革
の
自
律
的
な
動
機
は
、
行
動
に
お
い
て
日
常
の
価

値
観
と
は
か
け
離
れ
て
、
歓
喜
、
感
性
、
生
き
が
い
、
痛
み
の
高
み
に
お
い
て

時
に
全
身
を
投
げ
出
し
た
り
、
打
ち
込
ん
だ
り
す
る
、
こ
れ
ら
の
感
情
か
ら
自

律
的
自
己
変
革
す
る
可
能
性
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。（『
自
我

の
起
源
』
真
木
悠
介
著
）

⑵
言
語
理
解　

●
あ
る
「〝
概
念
〟
を
デ
ー
タ
か
ら
特
徴
量
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
自
身
で
学
習

し
て
識
別
（
創
出
）
す
る
。
こ
の
〝
概
念
〟
に
言
葉
（
記
号
）
を
与
え
て
や
れ
ば
、

言
葉
の
も
つ
概
念
を
「
持
つ
こ
と
」
が
で
き
る
。
言
葉
の
〝
意
味
合
い
〟
が
〝
理

解
〟
で
き
、あ
い
ま
い
さ
や
状
況
に
よ
る
使
い
分
け
や
判
断
が
可
能
と
な
る
。（
言

葉
の
意
味
を
〝
理
解
〟
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
言
葉
と
概
念
を
一
致
さ
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せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
翻
訳
等
も
あ
る
程
度
可
能
で
は
な
い
か
。
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
自
動
翻
訳
。
会
話
型
応
答
Ｉ
Ｂ
Ｍ
「
ワ
ト
ソ
ン
君
」）

●
「
意
味
」、「
意
図
」
と
は
何
か

　
「
椅
子
」
と
は
何
か
を
考
え
る
時
、
単
純
な
「
物
体
」
で
は
な
い
。「
椅
子
」
を

利
用
す
る
人（
身
体
を
持
つ
）が
、今
存
在
し
て
い
る「
場
」（
予
測
不
可
能
な
環
境
）

で
、
自
身
が
何
か
を
す
る
た
め
（
休
憩
す
る
た
め
）
に
座
る
と
言
う
目
的
を
置

き
、「
関
係
」
を
作
り
出
す
。
そ
れ
が
ま
さ
に
「
意
味
を
作
り
だ
す
」
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
意
味
を
作
り
出
し
、
そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
で
共
生
す
る
に
必
要
な
「
競

合
」
と
「
協
調
」
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
言
語
理

解
で
あ
る
。（『
人
工
知
能
は
な
ぜ
椅
子
に
座
れ
な
い
の
か
』
松
田
雄
馬
著
）

⑶
特
徴
量
と
は
何
か

●
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
見
れ
ば
、「
デ
ー
タ
圧
縮
」
で
あ
る
。（
無
駄
な
デ
ー
タ

処
理
を
省
く
）
知
能
か
ら
見
れ
ば
、
経
験
知
の
効
率
化
、
学
習
の
効
率
化
で
あ

り
、脳
の
神
経
細
胞
の
節
約
で
あ
る
。（
知
識
、経
験
知
の
伝
達
の
効
率
化
＝
教
育
。

余
談
で
あ
る
が
、
技
術
と
、
技
能
の
違
い
の
一
つ
に
知
識
、
経
験
知
の
伝
達
の

効
率
化
が
あ
る
。
技
術
は
法
則
、
理
論
で
効
率
よ
く
伝
達
で
き
る
）

⑷
Ａ
Ｉ
の
技
術
的
進
展
と
社
会
の
影
響

●
製
造
部
門
に
お
い
て
は
、
様
々
な
状
況
変
化
に
お
い
て
も
知
識
を
持
ち
、
選

び
、
持
ち
、
運
び
、
置
く
と
い
う
人
間
に
取
っ
て
何
で
も
な
い
行
動
対
応
能
力
が
、

Ａ
Ｉ
で
自
動
化
で
き
な
か
と
研
究
が
進
む
。

●
開
発
部
門
に
お
い
て
は
、
事
業
戦
略
上
重
要
で
あ
っ
た
顧
客
ニ
ー
ズ
、
市
場

分
析
、
多
数
設
計
要
件
の
最
適
解
分
析
な
ど
設
計
要
件
の
上
流
プ
ロ
セ
ス
や
設

計
仕
様
、
設
計
過
誤
事
例
か
ら
の
設
計
支
援
に
影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う
。

●
Ｏ
Ａ
化
か
ら
さ
ら
に
俗
人
化
を
排
除
し
、
定
型
化
、
省
力
化
を
す
す
め
た
い

経
理
、
総
務
、
購
買
な
ど
の
管
理
業
務
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｉ

に
よ
り
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぶ
恐
れ
が
あ
る
の
は
、
対
人
関
係
に
お
け
る
サ
ー

ビ
ス
部
門
で
、
こ
れ
ま
で
殆
ど
人
に
頼
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
も
ロ
ボ
ッ
ト
を
介

し
て
適
用
で
き
な
い
か
と
実
用
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
Ａ
Ｉ
技
術
の
進
展
に
対
し
て
ど
う
考
え
、
対
応
す
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。

●
近
代
科
学
技
術
は
、
自
然
界
の
未
知
な
る
世
界
へ
の
解
明
す
る
力
（
因
果
関

係
、
全
体
を
細
分
化
再
構
成
、
実
証
性
、
数
学
）
と
し
て
、
か
な
り
有
効
で
あ
る
。

Ａ
Ｉ
は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
で
因
果
関
係
、
論
理
性
が
追
求
で
き
な
い
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。
近
代
科
学
の
危
機
か
も
し
れ
な
い
。
反
面
、
例
え
ば
人
間
を

扱
う
社
会
シ
ス
テ
ム
（
制
度
、
政
策
、
経
済
、
し
く
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
）

に
対
し
て
実
証
的
評
価
手
法
と
し
て
Ａ
Ｉ
は
、
立
法
や
行
政
な
ど
社
会
科
学
に

対
し
て
貢
献
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
権
力
に
よ
っ
て
大
い
に
利
用
さ

れ
る
危
険
も
あ
る
。

●
バ
ー
チ
ャ
ル
ス
ラ
ム
（
仮
想
空
間
で
排
除
さ
れ
る
）
に
よ
る
差
別
社
会
を
生
む
。

中
国
Ｉ
Ｔ
大
手
ア
リ
バ
バ
の
「
ゴ
マ
信
用
」
金
融
サ
ー
ビ
ス
は
、
個
人
の
信
用

を
３
５
０
〜
９
５
０
点
で
ス
コ
ア
化
し
、
点
数
が
高
い
と
様
々
な
特
典
が
得
ら

れ
る
。
性
悪
説
が
根
強
い
中
国
で
は
、
踏
み
倒
し
や
盗
難
を
防
ぐ
た
め
に
補
償

金
を
取
る
の
が
慣
例
で
、
ゴ
マ
信
用
が
個
人
の
信
用
を
見
え
る
よ
う
に
し
た
と

も
い
え
る
。
日
本
で
も
み
ず
ほ
銀
行
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
出
資
す
る
個
人
ロ
ー

ン
で
個
人
信
用
度
の
「
Ｊ
ス
コ
ア
」
が
あ
る
。
性
別
、
居
住
地
、
勤
務
形
態
な

ど
の
１
８
項
目
の
基
本
情
報
に
加
え
て
生
活
慣
習
や
買
い
物
の
仕
方
、
出
身
学

校
な
ど
１
５
０
項
目
余
り
答
え
る
と
ス
コ
ア
が
出
さ
れ
、
５
０
万
人
が
ス
コ
ア

を
取
得
し
た
と
い
う
。
ス
コ
ア
に
よ
り
、
借
り
る
お
金
の
金
利
が
下
が
る
。
利

便
性
を
求
め
る
危
険
性
。
利
用
価
値
を
求
め
（
使
い
捨
て
、
非
循
環
）、
使
用
価

値
（
大
切
さ
、
多
様
性
、
リ
ア
ル
）
を
軽
視
す
る
危
険
性
が
あ
る
。
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⑸
ビ
ジ
ネ
ス･

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
Ａ
Ｉ

   
第
二
次
ブ
ー
ム
に
比
べ
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

（
左
図
表
参
照
）。

⑹
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
２
０
２
０
年
に
も
予
防
医
療
事
業
に
参
入
す
る
。
個
人
の
ゲ
ノ
ム

（
全
遺
伝
情
報
）
と
健
康
診
断
の
情
報
を
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
で
解
析
し
、
糖
尿

病
な
ど
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
役
立
て
る
。（
２
０
１
９
／
５
／
７　

日
本
経
済

新
聞　

電
子
版
）

　

２
０
１
９
年
２
月
厚
生
労
働
省
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療

中
核
拠
点
病
院
等
の
指
定
に
関
す
る
検
討
会
」
に
お
い
て
ゲ
ノ
ム
医
療
中
核
拠

点
病
院
１
１
機
関
が
指
定
、
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
の
全
国
的
な
体
制
構
築
に
向
け

て
準
備
進
む
。

＊
検
査
デ
ー
タ
偏
重
、
問
診
（
患
者
自
覚
症
、
生
活
歴
）
軽
視
、
予
後
（
長
期
）

へ
の
関
心
希
薄
、
内
容
が
乏
し
い
臨
床
情
報
⇓
Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
に
偏
重
が
あ
る
（
特

に
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
肥
満
な
ど
生
活
習
慣
病
に
対
し
て
）。
が
ん
予
防
１
０
か

条
は
普
段
の
平
凡
な
食
事
、
運
動
、
飲
酒
、
休
息
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
（
国
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
）

⑺
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
か
ら
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
デ
ー
タ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
（
ア

マ
ゾ
ン
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
）
に
よ
る
売
買

●
知
ら
ぬ
間
に
、
デ
ー
タ
が
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
売
買
さ
れ
て
い
る
。
利
用

者
は
、
利
便
性
か
ら
デ
ー
タ
を
む
や
み
に
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
無
料
で
与
え

て
い
る
。
我
々
は
ど
う
考
え
、
対
応
す
べ
き
な
の
か
。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「〝
い
い
ね
〟」
デ
ー
タ
、
グ
ー
グ
ル
の
位
置
情
報
と
買
い

物
情
報
の
リ
ン
ク
、「
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
バ
ン
ク
」

●
個
人
、
大
衆
の
目
に
見
え
ぬ
操
作
、
誘
導
と
か
監
視
社
会
に
よ
る
管
理
強
化
、

差
別
、
抑
圧
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

⑻
軍
事
利
用

　

無
人
化
と
併
せ
て
自
律
型
兵
器
（
兵
器
の
使
用
を
Ａ
Ｉ
が
判
断
）
は
、
化
学

兵
器
、
生
物
兵
器
、
核
兵
器
同
様
に
非
人
道
的
兵
器
と
し
て
禁
止
条
約
化
が
必

要
で
あ
る
。

25,000
20,000
15,000
10,000
5,000
0

億円

2015年度 2020年度予測 2030年度予測

その他
クラウドサービス
プロダクト
（ハードウエア、ソフトウエア）
SI
サービス

1500 億円

1兆20億円

2兆1200億円

AI（人工知能）ビジネスの国内市場、ビジネスカテゴリー別市場（出所：富士キメラ総研　2016年）

 2015年度 2020年度予測 2030年度予測
製造 315 1,680 3,340
流通/サービス 150 985 2,120
金融 495 2,820 5,860
情報通信 270 1,720 3,680
医療/ライフサイエンス 100 500 1,030
公共/社会インフラ 155 2,015 4,250
その他業種 15 300 650
合計 1,500 10,020 21,200

AI（人工知能）ビジネスの国内市場、需要業種カテゴリー別市場（出所：富士キメラ総研　2016年）
第3回AI・人工知能 EXPO 国際見本市（20１９年4万８千人入場　東京ビックサイト）

(単位 : 億円)
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賀
建
奎
（
フ
ォ
ー
ジ
エ
ン
ク
イ
）
准
教
授
ら
の
研
究
チ
ー
ム
が
、
ゲ
ノ
ム
編

集
技
術
を
受
精
胚
に
用
い
、
双
子
の
女
児
を
誕
生
さ
せ
た
ニ
ュ
ー
ス
は
、
倫
理

的
問
題
と
し
て
世
界
中
で
波
紋
を
も
た
ら
し
た
。
日
本
で
も
ヒ
ト
受
精
胚
の
扱

い
に
つ
い
て
：
文
部
科
学
省
及
び
厚
生
労
働
省
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
（
総
合
科
学
技

術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
）
生
命
倫
理
専
門
調
査
会
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、「
ヒ

ト
受
精
胚
に
遺
伝
情
報
改
変
技
術
等
を
用
い
る
研
究
に
関
す
る
倫
理
指
針
」
を

制
定
し
、
平
成
３
１
年
４
月
１
日
に
告
示
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
「
⑴
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ヒ
ト
受
精
胚
は
、
生
殖
補

助
医
療
に
用
い
る
目
的
で
作
成
さ
れ
た
ヒ
ト
受
精
胚
で
あ
っ
て
、
当
該
目
的
に

用
い
る
予
定
が
な
い
ヒ
ト
受
精
胚
で
あ
り
、
受
精
後
１
４
日
以
内
（
凍
結
保
存

期
間
を
除
く
）
の
も
の
と
す
る
。
⑵
ヒ
ト
受
精
胚
の
取
扱
期
間
は
、
原
始
線
条

が
現
れ
る
ま
で
（
最
大
１
４
日
（
凍
結
保
存
期
間
を
除
く
））
と
す
る
。
⑶
研

究
に
用
い
た
ヒ
ト
受
精
胚
は
、
人
又
は
動
物
の
胎
内
へ
の
移
植
は
禁
止
す
る
」

と
あ
り
ま
す
が
、
法
律
で
遺
伝
子
改
変
し
た
ヒ
ト
胚
の
移
植
を
禁
止
し
た
わ
け

で
は
な
く
、
日
本
で
も
将
来
は
ヒ
ト
受
精
胚
を
改
変
し
て
遺
伝
子
病
の
子
ど
も

の
出
産
を
避
け
る
方
向
に
な
っ
て
行
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
人
間
の
欲
望
は
き
り
が
な
く
、
医
療
行
為
で
は
な
く
も
っ
と
容
姿
が
整
っ
た

子
ど
も
を
授
か
り
た
い
、
と
い
う
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
を
も
た
ら
し
て
い
く
こ

と
も
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
上
、
知
的
障
害
や
精
神
障
害
な
ど
の
障
害
者
に
対
し
て
社
会
の
目
が
軽

薄
に
な
っ
て
い
く
中
で
、
人
間
は
誰
よ
り
も
優
秀
な
能
力
を
持
ち
た
い
と
い
う

邪
道
に
駆
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
他
人
や
弱
者
に
対
す
る
思
い
や
り
が
薄
れ
た
り
、

互
い
に
助
け
合
い
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
生
命
は
宿
っ
た
時
（
着
床
し
た
時
点
）
か
ら
こ
の
地
球
で
の
役
割

を
与
え
ら
れ
、
そ
の
人
な
ら
で
は
の
生
き
方
が
尊
重
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
、
生
ま
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
子
ど
も
の
次
世
代
に
生
き
る
こ
と
の
不
安
や

家
族
状
況
、
経
済
状
況
を
考
え
て
新
型
出
生
前
診
断
（
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
）
を
受
け
る

産
婦
が
急
増
し
て
い
る
の
で
す
。

　

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
も
社
会
の
情
況
を
踏
ま
え
て
胎
児
に
ダ
ウ
ン
症
な
ど

が
あ
る
か
を
調
べ
る
新
型
出
生
前
診
断
に
つ
い
て
は
２
０
１
９
年
３
月
２
日
、

施
設
条
件
を
大
幅
に
緩
め
る
案
（
新
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
指
針
案
）
が
理
事
会
で
了
承
さ

れ
ま
し
た
。（
そ
の
後
、
６
月
２
１
日
、
こ
の
新
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
指
針
案
は
、
令
和

元
年
度
第
２
回
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
、
翌
日
、
指
針
改
訂
が
承
認

さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
６
月
２
１
日
厚
生
労
働
省
は
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ

検
査
に
つ
い
て
厚
生
労
働
省
と
し
て
必
要
な
議
論
を
行
う
旨
、
日
本
産
科
婦
人

科
学
会
に
対
し
て
通
知
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
７
月
３
日
付
け
で
日
産
婦
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
「
今
回
の
母
体
血
を
用
い
た
出
生
前
遺
伝
学
的
検
査
（
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
）

に
関
す
る
指
針
に
つ
い
て
の
経
過
報
告
と
理
事
長
所
感
」
を
出
し
、
現
時
点
で

◎
集
会
報
告
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ご
案
内

「
緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
新
型
出
生
前
診
断
は
だ
れ
の
た
め
？
」
共
催
団
体
に
加
わ
る
に
あ
た
っ
て神

野
玲
子
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は
今
後
開
催
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
厚
生
労
働
省
の
審
議
会
に
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
の
実
施
体

制
の
改
善
を
委
ね
た
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

　

そ
こ
で
、
２
０
１
９
年
３
月
１
７
日
に
行
わ
れ
た
集
会
『
生
ま
れ
よ
う
と
し

て
い
る
命
を
選
別
し
な
い
で
パ
ー
ト
Ⅲ
』
で
主
催
者
（
京
都
ダ
ウ
ン
症
児
を
育

て
る
親
の
会
（
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
）、
グ
ル
ー
プ
生
殖
医
療
と
差
別
（
旧
優
生

思
想
を
問
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）、Ｄ
Ｎ
Ａ
問
題
研
究
会
、現
代
医
療
を
考
え
る
会
、

自
立
生
活
セ
ン
タ
ー　

ア
ー
ク
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
）
が
訴
え
た
「
受
精
胚
へ
の
ゲ

ノ
ム
編
集
に
よ
る
い
の
ち
の
操
作
や
、
出
生
前
診
断
に
よ
る
い
の
ち
の
選
別
は
、

誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
構
築
を
要

望
し
ま
す
！
」
と
い
う
方
向
に
逆
行
す
る
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
、「
今
回
の

受
精
胚
へ
の
ゲ
ノ
ム
編
集
容
認
と
出
生
前
診
断
拡
大
に
、
断
固
反
対
し
ま
す
」

と
い
う
声
明
を
１
３
名
の
呼
び
か
け
人
（
Ｄ
Ｎ
Ａ 
問
題
研
究
会
会
員
、
佐
々
木

和
子
（
京
都
ダ
ウ
ン
症
児
を
育
て
る
親
の
会
）
な
ど
）、
賛
同
団
体
３
６
、
個

人
賛
同
１
９
６
名
に
よ
り
出
し
ま
し
た
。

　

集
会
の
チ
ラ
シ
と
と
も
に
、
声
明
文
と
賛
同
者
名
簿
を
「
日
本
産
科
婦
人
科

学
会
」「
日
本
小
児
科
学
会
」「
日
本
医
学
会
」「
人
類
遺
伝
学
会
」「
遺
伝
看
護

学
会
」「
厚
生
労
働
大
臣
」「
文
部
科
学
大
臣
」
宛
て
に
発
送
し
た
と
こ
ろ
、「
遺

伝
看
護
学
会
」「
日
本
医
学
会
」「
人
類
遺
伝
学
会
」「
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
」

か
ら
、届
い
た
旨
返
事
が
届
き
ま
し
た
。「
遺
伝
看
護
学
会
」
か
ら
は
「
…
…
〈
科

学
技
術
〉
は
、
診
断
や
治
療
法
の
み
な
ら
ず
、
健
康
の
概
念
、
疾
病
の
概
念
に

影
響
を
及
ぼ
し
、
人
間
の
存
在
や
多
様
性
、
そ
し
て
生
き
る
人
々
の
心
の
中
に

ま
で
入
り
込
ん
で
き
て
い
ま
す
。
妊
婦
の
声
、
親
に
な
っ
た
ば
か
り
の
人
々
の

声
、
社
会
の
声
、
様
々
な
声
に
耳
を
傾
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
は
、
全

て
の
い
の
ち
が
、
生
ま
れ
、
生
き
生
き
と
し
た
人
生
を
送
り
、
安
ら
か
な
死
を

迎
え
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
「
看
護
職
者
（
看
護
師
・
助
産
師
・
保
健
師
）」

と
し
て
取
る
べ
き
行
動
の
指
針
の
一
つ
と
し
て
、
皆
様
の
声
明
を
看
護
職
者
に

伝
え
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
皆
様
と
共
に
歩
め
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て

お
り
ま
す
。」
と
い
う
丁
寧
な
お
返
事
を
佐
々
木
和
子
さ
ん
宛
て
に
届
き
ま
し

た
。
ま
た
日
本
小
児
科
学
会
か
ら
は
声
明
文
と
賛
同
者
名
簿
を
各
委
員
と
小
児

科
学
会
の
倫
理
委
員
に
送
っ
た
こ
と
、
出
生
前
診
断
と
い
う
重
大
な
問
題
を
産

婦
人
科
学
会
の
１
学
会
が
、
決
め
て
し
ま
う
の
は
問
題
と
捉
え
て
い
る
こ
と
、

今
後
も
議
論
を
続
け
る
と
い
う
内
容
の
電
話
が
４
月
１
日
に
、
佐
々
木
和
子
さ

ん
に
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

人
類
遺
伝
学
会
も
３
月
２
９
日
付
け
で
「
母
体
血
を
用
い
た
出
生
前
遺
伝
学

的
検
査
（
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
）
に
関
す
る
新
指
針
（
案
）
に
関
す
る
日
本
人
類
遺
伝
学

会
の
意
見
表
明
」
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
１
７
日
私
達
市
民
団
体
が
出
し
た
声
明
は
大
き
な
影
響
を
与
え
た
よ
う

で
、
６
月
２
１
日
、
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
が
出
し
た
新
型
出
生
前
診
断
実
施

施
設
拡
大
の
指
針
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
は
、「
命
の
選
別
に
つ
な
が
る
診
断

を
強
制
力
の
な
い
学
術
団
体
の
指
針
だ
け
で
進
め
る
に
は
限
界
が
あ
る
」
と
検

討
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
の
で
す
。
人
類
遺
伝
学
会
や
日
本
小
児
科
学
会
、

日
本
医
学
会
等
、他
学
会
か
ら
強
い
反
発
が
あ
っ
た
た
め
、国
か
ら
強
烈
な
待
っ

た
が
か
か
っ
た
の
で
す
。
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
は
妊
婦
か
ら
採
血
し
て
検
査
企
業
に
出
す

だ
け
で
専
門
的
技
術
は
不
要
で
、
１
件
数
万
円
と
利
幅
が
大
き
く
、
産
婦
人
科

以
外
の
医
師
が
指
針
を
無
視
し
て
参
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
認
定
を
受
け
ず
に

診
断
す
る
民
間
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
急
増
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
せ
ず
に
妊
婦
に
結

果
だ
け
を
知
ら
せ
る
こ
と
な
ど
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ
で
、
こ

の
問
題
を
多
く
の
市
民
と
考
え
よ
う
と
Ｄ
Ｎ
Ａ 

問
題
研
究
会
も
「
緊
急
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム　

新
型
出
生
前
診
断
は
だ
れ
の
た
め
？
」
に
、
共
催
団
体
と
し
て
加
わ

り
ま
し
た
。
最
後
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
案
内
を
紹
介
し
ま
す
（
１
０
頁
参
照
）。
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Ａ
Ｉ
＝
人
工
知
能
に
よ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
分
析
が
、
急
速
に
拡
大
し
、
私

た
ち
の
生
活
を
大
き
く
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
法
が
追
い
つ
い

て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

パ
ソ
コ
ン
の
検
索
情
報
や
買
い
物
情
報
が
ど
こ
か
で
勝
手
に
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ

ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
開
く
と
身
に
覚
え
の

な
い
広
告
が
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
不
愉
快
な
思
い
を
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は

多
い
で
し
ょ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
こ
の
よ
う
な
「
行
動
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ

広
告
」
の
規
制
が
公
正
取
引
法
の
観
点
か
ら
論
議
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま

た
中
国
の
大
企
業
ア
リ
バ
バ
で
は
支
払
い
の
決
済
記
録
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
交
友
情

報
、
学
歴
、
資
産
情
報
な
ど
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
で
人
を
ス
コ
ア
リ
ン
グ
（
評
価
）

し
て
い
て
、
高
得
点
の
人
は
多
く
の
場
面
で
優
遇
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

個
人
デ
ー
タ
は
勝
手
に
利
用
さ
れ
、
就
職
差
別
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
婚

活
サ
イ
ト
で
も
使
わ
れ
、
登
録
し
た
人
が
ス
コ
ア
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。
封

建
社
会
に
お
い
て
は
集
団
と
し
て
の
評
価
に
よ
っ
て
差
別
的
な
社
会
が
形
成
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
Ａ
Ｉ
は
膨
大
な
デ
ー
タ
を
使
い
分
析
し
、
グ
ル
ー
プ
分
け

し
、
新
た
な
差
別
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
は
人
間
が
気
づ
か
な
い
も
の

を
学
習
し
、
予
測
し
ま
す
。
妊
娠
、
う
つ
病
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
予
測
ま
で
し

ま
す
。
他
人
に
は
言
っ
て
い
な
い
情
報
、
普
段
の
生
活
の
中
で
同
意
し
て
い
な

い
情
報
ま
で
知
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
遺
伝
子
デ
ー
タ
で
、
生
命
保
険
の
ラ
ン

ク
が
決
定
さ
れ
た
り
、
加
入
を
拒
否
さ
れ
た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

犯
罪
が
起
こ
る
と
監
視
カ
メ
ラ
が
大
活
躍
し
、
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
す
が
、

顔
認
証
シ
ス
テ
ム
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
利
用
さ
れ
、
様
々
に
分
析
さ
れ
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。Ａ
Ｉ
に
デ
ー
タ
を
入
力
す
る
の
は
人
間
で
す
。そ
れ
に
は
偏
っ

た
情
報
が
組
み
込
ま
れ
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。
デ
ー
タ
量
が
多
い
ほ

ど
精
度
は
増
し
ま
す
が
、
Ａ
Ｉ
は
勝
手
に
分
析
し
、
一
人
歩
き
し
ま
す
。
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
行
政
が
使
う
の
を
禁
止
し
ま
し
た
。
組
み
込
ま
れ
た
情
報

が
白
人
男
性
中
心
主
義
だ
っ
た
た
め
、黒
人
女
性
を
ゴ
リ
ラ
と
言
っ
て
し
ま
い
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
差
別
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
日
本
で
は
監
視
カ

メ
ラ
の
ル
ー
ル
が
統
一
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
欧
米
で
は
消
去
権
や
開
示
請
求

権
（
個
人
情
報
保
護
条
例
で
保
証
さ
れ
て
い
る
）
が
あ
り
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
己
情
報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
に
対
す
る
考
え
方
が

Ｅ
Ｕ
と
日
本
と
で
は
大
き
く
違
い
ま
す
。

　

セ
ン
サ
ー
を
利
用
し
て
必
要
な
情
報
を
入
手
し
、
計
測
し
、
数
値
化
す
る
セ

ン
シ
ン
グ
と
い
う
技
術
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
表
情
か
ら
授
業
で
の
理
解
度

を
セ
ン
シ
ン
グ
す
る
と
い
う
こ
と
が
中
国
で
は
始
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
あ

る
事
象
を
見
た
と
き
の
反
応
を
顔
認
証
で
セ
ン
シ
ン
グ
し
、
か
す
か
な
静
脈
の

動
き
で
感
情
を
読
み
取
れ
る
そ
う
で
す
。
無
表
情
を
装
っ
て
も
内
面
を
隠
せ
ま

せ
ん
。内
心
の
自
由
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。日
本
で
も
実
験
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。《
授
業
中
の
生
徒
の
脳
は
活
発
に
働
い
て
い
る
か
。
高
校
生
の
頭

部
に
セ
ン
サ
ー
を
つ
け
、
脳
の
活
動
量
を
読
み
取
ろ
う
と
い
う
実
験
が
、
神
奈

●
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

私
た
ち
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
ど
う
向
き
合
う
の
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

洪	

美
珍
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川
県
横
須
賀
市
の
三
浦
学
苑
高
校
で
始
ま
っ
た
。
授
業
の
改
善
に
つ
な
げ
る
の

が
狙
い
で
、
目
新
し
い
機
械
に
生
徒
ら
は
興
味
津
々
だ
が
、「
頭
の
中
を
の
ぞ

か
れ
る
よ
う
で
恥
ず
か
し
い
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。
１
年
生
の
現
代
社
会

の
授
業
。
２
４
人
の
生
徒
と
、野
桜
慎
二
教
諭
の
お
で
こ
に
は
、白
い
セ
ン
サ
ー

が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。
授
業
の
テ
ー
マ
は
日
本
国
憲
法
。「
国
民
が
主
権

を
も
っ
て
い
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
文
章
で
書
い
て
く
だ
さ
い
」。
野
桜

教
諭
は
生
徒
た
ち
に
指
示
し
、
教
室
の
前
方
に
置
か
れ
た
端
末
を
の
ぞ
き
込
ん

だ
。
画
面
に
は
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
脳
の
活
動
量
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表
示
さ

れ
て
い
る
。
色
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
生
徒
が
課
題
を
考
え
始
め
る
と
、

脳
が
活
発
に
働
い
て
い
る
こ
と
を
示
す
赤
系
の
マ
ス
目
が
増
え
た
。
仕
組
み
は

こ
う
だ
。
生
徒
の
お
で
こ
の
セ
ン
サ
ー
が
「
脳
の
司
令
塔
」
と
言
わ
れ
る
前
頭

前
野
の
活
動
量
を
計
測
。
量
が
多
け
れ
ば
赤
、
中
ぐ
ら
い
な
ら
黄
や
緑
、
少
な

け
れ
ば
青
へ
と
色
が
変
わ
っ
て
い
く
。「
お
も
し
ろ
い
で
し
ょ
。
個
人
で
考
え

る
と
み
ん
な
赤
く
な
る
。
で
も
ペ
ア
で
考
え
る
と
き
は
赤
い
子
と
赤
く
な
い
子

が
出
る
ん
で
す
」
と
野
桜
教
諭
。》（
朝
日
新
聞
・
５
・
３
１
よ
り
）

　

先
日
、
来
年
度
採
択
さ
れ
る
小
学
校
教
科
書
に
つ
い
て
の
勉
強
会
が
「
教
育

研
究
会
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
の
教
科
書
に
も
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
が
あ
り
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
各
自
が
持
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
で
ア
ク
セ
ス

す
る
と
英
語
で
は
音
声
や
動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
し
、
社
会
科

で
は
苦
労
し
て
調
べ
な
く
て
も
す
ぐ
に
答
え
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
２
０
２
０
年
度
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
須
化
さ

れ
ま
す
。
す
で
に
す
べ
て
の
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
学
習
を
す
る
よ
う
に

担
当
主
任
が
作
ら
れ
、
研
究
授
業
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の

不
足
が
予
測
さ
れ
、
総
務
省
、
経
済
産
業
省
、
産
業
界
が
連
携
し
て
、
Ｉ
Ｔ
教

育
を
進
め
る
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
少
子
化
を
み
す
え
て
シ
ス
テ
ム
の

開
発
は
進
む
で
し
ょ
う
。
す
で
に
銀
行
で
は
あ
ま
り
人
手
が
要
ら
な
く
な
っ
て

い
ま
す
し
、
就
職
試
験
の
裁
定
を
Ａ
Ｉ
に
任
せ
て
い
る
企
業
も
出
始
め
て
い
ま

す
。
過
去
の
採
用
者
の
膨
大
な
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
化
し
、
自
社
に
最
適
な
人
物

の
選
考
を
Ａ
Ｉ
に
任
せ
て
い
る
会
社
も
あ
る
そ
う
で
す
。
不
採
用
に
な
っ
た
理

由
は
本
人
に
も
会
社
に
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
事
態
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、O

ECD

＝
経
済
協
力
開
発
機
構
は
、
５
月
２
２
日
、
Ａ
Ｉ
を
め

ぐ
っ
て
、
開
発
者
や
運
用
者
、
加
盟
各
国
が
順
守
す
べ
き
行
動
指
針
に
関
す
る

理
事
会
勧
告
を
公
表
し
ま
し
た
。ア
ン
ヘ
ル
・
グ
リ
アO

ECD

事
務
総
長
は
、「
人

工
知
能
は
我
々
の
暮
ら
し
と
働
き
方
に
革
命
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
我
々
の

社
会
と
経
済
に
莫
大
な
利
益
を
与
え
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新

た
な
課
題
が
現
れ
、
不
安
と
倫
理
的
な
懸
念
も
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。
勧
告
で
は
、
法
の
支
配
や
人
権
、
民
主
主
義
的
な
価
値
観
を
尊

重
し
て
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
べ
き
だ
と
強
調
。
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

透
明
性
、
公
正
さ
、
説
明
責
任
を
求
め
て
い
る
ほ
か
、
潜
在
的
な
リ
ス
ク
を
継

続
的
に
評
価
し
て
管
理
す
べ
き
だ
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

改
憲
を
語
る
と
き
、
多
く
は
９
条
が
問
題
に
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
個
人
情

報
保
護
法
が
す
で
に
い
ろ
い
ろ
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
を
２
０
１
７
年
の

改
正
時
に
学
習
し
ま
し
た
が
、
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
進
み
、
広
く
活
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
と
「
個
人
の
尊
重
」（
憲
法
１
３
条
）
や
「
平
等
原
則
」（
１
４

条
）
が
守
ら
れ
な
い
社
会
に
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
人
間
の
教
師
に

よ
る
教
育
が
（
部
分
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）
Ａ
Ｉ
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
未

来
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
憲
法
が
謳
っ
て
い
る
教
育
を
受
け
る
権
利
、
教
育
の
自

由
、
教
育
の
機
会
均
等
を
ど
う
保
障
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
技
術
革
新
や
進
歩

を
手
放
し
で
礼
賛
す
る
安
倍
政
権
に
は
と
て
も
危
機
感
を
感
じ
ま
す
。

　
（
参
考
文
献
「
Ａ
Ｉ
と
憲
法
」
山
本
達
彦
編
著
、
日
本
経
済
新
聞
・
出
版
）
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緊急シンポジウム　新型出生前診断はだれのため？

◆日時：2019 年 8 月 11 日（日）13 時 00 分〜 16 時 30 分

◆会場：江戸東京博物館 １階会議室（先着 150 名）

　　　　JR 総武線 両国駅西口 徒歩３分、都営地下鉄大江戸線 両国駅 A4 出口 徒歩 1 分

◆参加費：1000 円（資料代）※資料不要の介助者分は無料

※手話通訳・PC 文字通訳あり

お話

●「寄り添うサポートを目指して」 　林伸彦さん（NPO 法人親子の未来を支える会）

●「出生前診断をめぐる現状」　 利光恵子さん（立命館大学生存学研究所客員研究員）

●「選べなかった命」善悪の先にあるもの 　河合香織さん（ノンフィクション作家）

こののち、フロアからも多くの人に発言いただく予定です。

主催：「新型出生前診断はだれのため？」東京集会実行委員会

共催：グループ生殖医療と差別、DNA 問題研究会、京都ダウン症児を育てる親の会、神経筋疾

患ネットワーク、SOSHIREN 女（わたし）のからだから、DPI 女性障害者ネットワーク、ゲノム

問題検討会議　（2019.7.10 現在）

◆お問合せ 〒 556-0005 大阪市浪速区日本橋 5-15-2-110

　ここ・からサロン気付 グループ生殖医療と差別

　（佐々木和子 ☎ 06 − 6646 − 3883）（神野玲子 ☎ 090 − 2669 − 0413）

資料準備の関係上、ご出席の方は件名を「811 参加希望」としてメールをお送りいただけると助

かります。

メール送付先：SOSHIREN 女（わたし）のからだから gogo.soshiren@gmail.com

（当日までにメール送付なしの方も、ぜひお越しください。）

＊　＊　＊

「現在（いま）いのちを問う」（仮）集会の開催ご案内

現代医療を考える会など大阪の市民グループを中心にして、原発、軍事技術、新型出生前診断、

ゲノム編集、終末期医療と脳死などを分科会テーマとする大きな集まりを、下記会場に準備して

います（詳細は未定）。当会も参加を予定しています。決まりましたらご案内いたします。

日時：10 月 19 日（土曜日）

会場：高槻現代劇場（阪急高槻市駅から徒歩 5 分）
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◎
院
内
集
会
報
告

公
立
福
生
病
院
事
件
を
考
え
る
院
内
集
会
が
開
催
さ
れ
る    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
茂
樹

　

３
月
７
日
の
毎
日
新
聞
記
事
「
透
析
患
者
に
死
の
提
案
」
で
伝
え
ら
れ
て
以

降
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど
の
報
道
で
経
緯
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
病
院
、
学
会
、
都

の
対
応
を
知
り
、
気
持
ち
が
暗
く
な
っ
た
。

　

東
京
都
が
公
立
福
生
病
院
に
対
す
る
立
入
検
査
を
し
、
書
類
の
不
備
が
あ
っ

た
と
し
て
文
書
で
改
善
指
導
を
行
な
っ
た
も
の
の
、
病
院
の
〝
透
析
中
止
〟
の

判
断
の
是
非
に
は
触
れ
な
か
っ
た
。
福
生
病
院
側
が
指
導
内
容
は
真
摯
に
受
け

止
め
る
と
し
な
が
ら
も
、
患
者
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
問
題
は
な
か
っ
た
と

す
る
コ
メ
ン
ト
を
発
表
、
さ
ら
に
は
日
本
透
析
医
学
会
が
当
該
病
院
の
対
応
は

妥
当
と
す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
（
見
解
）
を
発
表
し
た
。
医
療
側
の
動
き
に
対

し
て
、
市
民
団
体
「
地
域
で
く
ら
す
た
め
の
東
京
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
福
生

病
院
組
合
長
と
院
長
に
あ
て
て
緊
急
要
請
書
を
出
し
て
真
相
究
明
を
求
め
、
立

ち
上
が
っ
た
。
こ
の
事
態
の
中
で
、
市
民
団
体
が
広
く
集
っ
て
６
月
６
日
に
、

衆
議
院
第
２
議
員
会
館
会
議
室
に
お
い
て
、「
公
立
福
生
病
院
事
件
を
考
え
る

院
内
集
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
当
会
も
お
誘
い
を
う
け
、
こ
の
院
内
集
会
を
呼

び
か
け
た
「
実
行
委
員
会
」（
呼
び
か
け
団
体
は
１
０
、
賛
同
団
体
は
２
０
）

の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
。

　

集
会
で
は
、
こ
の
事
件
を
ス
ク
ー
プ
し
た
、
毎
日
新
聞
の
斎
藤
記
者
か
ら
紙

面
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
詳
細
、
と
く
に
当
該
医
師
ら
の
〝
考
え
方
〟
に
つ

い
て
取
材
報
告
が
な
さ
れ
た
。
つ
づ
い
て
冠
木
弁
護
士
か
ら
解
説
が
あ
り
、
お

そ
ら
く
裁
判
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
立
て
の
う
え
で
、
問
題
点
の
指
摘
が

あ
っ
た
。
日
本
透
析
医
学
会
に
公
開
で
質
問
を
求
め
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

ま
た
、
衆
参
議
員
か
ら
の
連
帯
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
お
し
ま
い
に
集
会
宣
言
を

拍
手
で
採
択
し
た
。
大
勢
の
参
加
者
（
１
５
０
人
を
超
え
て
い
た
の
で
は
な
い

か
）
で
会
議
室
は
満
員
、
廊
下
で
立
ち
見
を
す
る
人
も
い
た
。
腎
臓
の
疾
患
で

人
工
透
析
を
し
て
い
る
人
は
、
３
２
万
人
（
２
０
１
７
年
）、
１
５
０
０
０
人

が
新
た
に
透
析
の
手
術
を
受
け
る
。
自
己
責
任
論
と
安
楽
死
尊
厳
死
圧
力
と
医

療
費
削
減
圧
力
が
強
ま
る
こ
の
時
勢
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
事
件
へ
の
関
心
は
と

て
も
高
い
の
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
て
生
き
る
当
事
者
の
切
迫
し
た
思

い
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

な
お
、
６
月
１
５
日
に
公
開
質
問
状
が
学
会
に
届
け
ら
れ
、
６
月
１
７
日
に

回
答
が
あ
っ
た
。「
本
学
会
と
し
ま
し
て
は
、
現
時
点
で
は
先
に
発
表
し
た
ス

テ
ー
ト
メ
ン
ト
以
上
の
意
見
は
な
く
、
特
定
事
件
に
対
し
て
そ
れ
以
上
に
意
見

表
明
す
べ
き
立
場
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
…
…
」
と
い
う
も
の
で
、
一
切
の
質
問
に

答
え
な
か
っ
た
。

集
会
宣
言
（
案
）

　

人
工
透
析
を
中
止
し
て
４
４
歳
の
女
性
が
死
に
至
っ
た
公
立
福
生
病
院
事
件

は
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
い
や
決
し
て
見
過
ご
し
て
は
い
け
な
い
事
件

で
す
。
こ
の
女
性
（
以
下
、
Ａ
さ
ん
）
を
含
め
透
析
中
止
に
よ
る
死
亡
が
４
人
、

透
析
「
非
導
入
」
で
の
死
亡
が
２
０
人
と
い
う
報
道
に
、
私
た
ち
は
大
き
な
衝

撃
と
怒
り
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。
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透
析
を
す
れ
ば
生
き
ら
れ
る
患
者
に
、
透
析
「
非
導
入
」
や
「
中
止
」
の
選

択
肢
を
提
示
す
る
こ
と
は
、「
死
」
を
誘
導
す
る
行
為
で
容
認
で
き
ま
せ
ん
。

Ａ
さ
ん
の
透
析
「
再
開
」
の
意
思
を
無
視
し
た
こ
と
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
公
立
福
生
病
院
は
、
４
月
１
１
日
付
声
明
で
、「
当
院

で
は
、（
中
略
）
医
師
が
積
極
的
に
透
析
の
見
合
わ
せ
の
選
択
肢
を
示
し
た
こ

と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」、「
透
析
の
再
開
を
望
む
患
者
の
意
思
に
反
し
て
透
析
再

開
を
行
わ
な
か
っ
た
事
実
も
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
否
定
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
東
京
都
は
、
３
月
６
日
に
公
立
福
生
病
院
の
立
入
検
査
を
行
い
、

４
月
９
日
に
文
書
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
都
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
患
者
の

意
思
を
確
認
す
る
書
類
や
患
者
に
対
し
て
医
師
が
適
切
に
説
明
し
た
記
録
等
が

保
存
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
確
認
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
と
、
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

な
ぜ
、
透
析
を
必
要
と
す
る
多
く
の
患
者
が
死
に
至
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
に
は
、
透
析
の
「
非
導
入
」
や
中
止
の
「
意
思
」
を
導
き
「
再
開
」
を
し

な
い
病
院
の
対
応
が
あ
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
Ａ
さ
ん
の
夫
は
、
入

院
後
に
、
透
析
の
再
開
を
求
め
る
意
思
を
担
当
医
に
伝
え
た
と
、
言
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
病
院
が
患
者
の
状
態
や
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
、
生
き
る
た

め
の
支
援
を
行
う
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

日
本
透
析
医
学
会
は
、
公
立
福
生
病
院
の
依
頼
を
受
け
て
調
査
委
員
会
を
発

足
さ
せ
、
福
生
病
院
が
提
供
し
た
報
告
書
と
資
料
を
基
に
、
５
月
３
１
日
、
声

明
を
発
表
し
ま
し
た
。
終
末
期
で
は
な
い
患
者
へ
の
透
析
中
止
は
、
日
本
透
析

医
学
会
の
提
言
（「
維
持
血
液
透
析
の
開
始
と
継
続
に
関
す
る
意
思
決
定
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
の
提
言
」）
か
ら
も
、
厚
労
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（「
人
生
の
最

終
段
階
に
お
け
る
医
療
・
ケ
ア
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」）

か
ら
も
逸
脱
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
声
明
で
は
、
女
性
は
「
終
末
期
の
症
例
で

は
な
い
」
か
ら
「
議
論
し
な
い
」
と
判
断
を
避
け
る
一
方
で
、「
そ
の
意
思
が

尊
重
さ
れ
て
よ
い
事
例
」
と
し
ま
し
た
。

　

日
本
透
析
医
学
会
は
、
今
年
中
に
、
同
学
会
の
従
前
の
提
言
に
「
終
末
期
で

な
い
患
者
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
追
加
し
て
改
訂
」
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

現
行
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
逸
脱
を
判
断
せ
ず
、
透
析
治
療
で
日
常
生
活
を
送
っ
て

い
る
患
者
へ
も
、
透
析
中
止
の
基
準
を
拡
大
し
よ
う
と
い
う
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
そ
う
し
た
動
き
に
強
く
反
対
し
ま
す
。

　

毎
日
新
聞
の
報
道
に
よ
る
と
、
担
当
外
科
医
は
「
透
析
患
者
は
終
末
期
」「
無

益
で
偏
っ
た
延
命
治
療
で
患
者
が
苦
し
ん
で
い
る
。
治
療
を
受
け
な
い
権
利
を

認
め
る
べ
き
」
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
院
長
も
、
同
病
院
で
行
わ
れ
て
い
る
透

析
の
中
止
や
非
導
入
は
、「
適
正
な
手
続
き
で
倫
理
的
だ
」
と
述
べ
、
胃
瘻
や

人
工
呼
吸
器
の
使
用
に
つ
い
て
も
、
検
討
す
べ
き
、
と
言
い
ま
す
。

　

透
析
や
胃
瘻
、
人
工
呼
吸
器
を
使
っ
て
、
長
年
、
生
活
を
続
け
て
い
る
人
た

ち
が
い
ま
す
。「
病
気
と
共
に
生
き
る
」
人
が
い
て
、
そ
れ
を
支
え
る
の
が
医

療
で
す
。
医
療
は
人
を
死
な
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん

　

政
府
は
、
社
会
保
障
を
切
り
捨
て
る
法
律
や
施
策
、
政
府
全
体
の
方
針
の
中

で
、「
尊
厳
死
」
の
推
進
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０
１
８
年
の
診

療
報
酬
の
改
定
で
は
、
３
０
日
以
内
に
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
患
者
が
追
い
出
さ
れ

る
仕
組
み
を
つ
く
る
ま
で
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
今
回

の
透
析
中
止
事
件
も
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
公
立
福
生
病
院
事
件
を
究
明
し
、
障
害
や
病
気
を
抱
え
る
者
の

い
の
ち
を
切
り
捨
て
る
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
に
反
対
し
て
い
き
ま
す
。

２
０
１
９
年
６
月
６
日

院
内
集
会
参
加
者
一
同
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公
開
質
問
状

（
２
０
１
９
年
６
月
１
５
日
、
一
般
社
団
法
人
日
本
透
析
医
学
会
長
ほ
か

に
提
出
し
た
も
の
。
質
問
内
容
の
み
掲
載
）

１
．
調
査
委
員
会
調
査
及
び
結
果
報
告

⑴
「
持
続
的
な
体
外
循
環
が
不
可
能
と
判
断
さ
れ
、
こ
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
、

一
連
の
透
析
終
了
の
状
況
に
至
っ
た
事
案
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。」
に

つ
い
て

ａ
．「
調
査
」
及
び
「
結
果
」
報
告
と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
不
可

能
と
判
断
さ
れ
」「
透
析
終
了
の
状
況
に
至
っ
た
事
案
」
と
書
か
れ
て
い
る
内

容
は
、
誰
の
判
断
を
書
い
て
い
ま
す
か
。

公
立
福
生
病
院
の
判
断
で
あ
れ
ば
そ
の
よ
う
に
記
載
す
べ
き
で
あ
る
し
、
主
語

を
明
示
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
貴
学
会
の
判
断
と
解
釈
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
で
よ
ろ
し
い
か
。

ｂ
．「
体
外
循
環
が
不
可
能
」
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
該
患
者
に
対
す

る
カ
テ
ー
テ
ル
挿
入
に
よ
る
透
析
は
可
能
で
あ
り
、
医
師
か
ら
提
案
も
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
該
患
者
が
そ
れ
を
拒
否
し
た
場
合
、
通
常
の
透
析
医
療
機
関
で
は
ね
ば
り

強
く
約
１
時
間
以
上
も
か
け
て
透
析
す
る
よ
う
説
得
し
ま
す
が
、
公
立
福
生
病

院
で
は
そ
の
よ
う
な
説
得
は
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
点
を
検
討
せ
ず
に

「
不
可
能
」
と
判
断
さ
れ
た
の
で
す
か
。
そ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
下
さ
い
。

⑵
「
透
析
終
了
の
実
際
の
過
程
で
、
意
思
確
認
の
方
法
＿
（
中
略
）
＿
調
査
し

ま
し
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
調
査
の
結
果
は
な
ぜ
書
か
れ
て
い
な
い
の

で
す
か
。

　

公
立
福
生
病
院
入
院
後
に
、こ
れ
ま
で
患
者
遺
族
側
か
ら
は
患
者
本
人
が
「
透

析
再
開
」
を
病
院
側
に
訴
え
た
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
調
査
の
結
果
は
ど
う
で

し
た
か
。

２
．
拡
大
倫
理
委
員
会
の
見
解

⑴
本
件
福
生
病
院
の
事
例
は
、「
終
末
期
の
症
例
と
は
判
断
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
今
回
は
あ
え
て
議
論
を
し
な
い
こ
と
と
し
た
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
事
例
は
、
貴
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
事
例
で

す
か
ら
、
一
見
明
白
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
違
反
し
て
い
る
と
誰
で
も
判
断
で
き

ま
す
が
、
な
ぜ
「
議
論
」
す
ら
し
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

⑵
「
本
症
例
で
は
患
者
さ
ん
の
血
液
透
析
終
了
の
意
思
は
固
く
、
透
析
終
了
の

真
摯
な
意
思
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
」
と
い
う
「
見
解
」
を
述
べ

て
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
「
明
ら
か
で
あ
っ
た
」
と
判
断
し
て
い
る
人
は
誰
で

す
か
。

　

こ
こ
に
主
語
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
発
言
し
て
い
る
人

が
判
断
し
た
と
解
釈
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
か
。

「
明
ら
か
で
あ
っ
た
」
と
い
う
判
断
の
と
き
に
、
患
者
本
人
は
明
確
に
「
透
析

離
脱
を
撤
回
で
き
る
な
ら
し
た
い
」
と
訴
え
た
事
実
を
ご
存
知
で
し
た
か
。

　
「
透
析
終
了
の
意
思
は
明
ら
か
」
と
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
お
答
え
下
さ

い
。

　

以
上
、
貴
学
会
は
「
自
ら
は
判
断
者
で
な
い
」
な
ど
と
無
責
任
な
予
防
線
を

は
り
な
が
ら
、
上
記
の
よ
う
に
明
確
に
重
要
な
諸
点
に
つ
い
て
判
断
を
し
て
い

ま
す
。
貴
学
会
は
「
最
良
の
医
療
と
ケ
ア
を
提
供
す
る
た
め
に
学
術
研
究
団
体

と
し
て
最
善
の
努
力
を
す
る
」
と
宣
言
し
て
い
ま
す
か
ら
、
必
ず
、
こ
れ
ら
質

問
に
お
答
え
下
さ
い
。

　

本
書
到
達
後
２
週
間
以
内
に
必
ず
ご
回
答
下
さ
い
。



［14］

●米 FDA、GM鮭を承認
　米国食品医薬品局（FDA）は 3 月８日、GM 鮭を
承認した。新たな食品表示制度が正式に発表され
たのを受け、GM 鮭とその受精卵の輸入を認めた。

〔Politico 2019/3/8〕

●米国中西部のレストランがゲノム編集大豆を提供
　米国中西部のレストランで、ゲノム編集大豆油で
揚げた揚げ物が提供されていることが明らかになっ
た。この大豆は、ケイリクスト社が開発した高オレ
イン酸大豆で、同社は、レストラン名は公表できな
いが、すでに流通が始まっている、と述べた。〔AP 
2019/3/12〕

●中国はゲノム編集規制の方向か
　中華人民共和国農業農村部は、ゲノム編集技術
を応用した食品について、遺伝子組み換えに準じ
る規制を行う方針だ、と米国農務省（USDA）が伝
えている。将来的には規制を緩和する意向もあるよ
うだが、中国の消費者は遺伝子組み換えに否定的で
あり、農業農村部が努力をしても、規制は緩和さ
れないかもしれないとも述べている。〔GM Watch 
2019/3/20〕

●ゲノム編集技術は予想以上に突然変異を誘発
　2 月 28 日のサイエンス誌のオンライン版に、ゲ
ノム編集のオフターゲットに関する 2 つの論文が掲
載され、ゲノム編集技術が予想以上に意図しない突
然変異を誘発していることがわかった。1 つは中国
神経科学研究所の E. ツオ (Zuo) らがマウスを用いて
行なった実験で、もう 1 つはマサチューセッツ大学
ボストン校の S. ジン (Jin) らが稲を用いて行った実
験である。前者の実験では、ゲノム編集を行なって
いない対照群に比べて約 20 倍の突然変異が起きて
いた。〔Science 2019/2/28〕

●文科省が動物性集合胚作製を容認
　文部科学省は 3 月 1 日、「特定胚の取扱いに関す
る指針」を改定して、動物の胚とヒトの iPS 細胞や
ES 細胞を混ぜて作り出した動物性集合胚を動物の

子宮に戻し、子を誕生させることを認めた。人間の
臓器を動物に作らせるのが主な目的である。この指
針は「ヒトに関するクローン技術等の規制に関する
法律」に基づき、通常の胚とは異なる 9 種類の胚に
ついての取り扱いを定めたもの。従来動物性集合胚
に関しては「移植用ヒト臓器の作成に関する基礎的
研究に限る旨」と規定されていたが、その規定を削
除し応用も可能とした。

●ゲノム医療推進法案、今国会提出へ
　遺伝情報に基づく医療を推進するためのゲノム医
療推進法が、今国会に提出されることが確実になっ
た。3 月 13 日、この法案を検討してきた超党派の
議員連盟は会長一任で骨子案を了承した。法案では、
ゲノム医療の定義を明記し、研究開発を推進するた
めの施策を国に義務付けているものの、遺伝差別の
防止を義務付けておらず、罰則も明記されていない。

●厚労省がゲノム編集食品の安全審査不要を決定
　3 月 21 日、厚生労働省は食品衛生審議会食品衛
生分科会の新開発食品調査部会を開催し、ゲノム編
集食品の安全審査を原則不要とする報告書について
の最終審査を行なった。調査部会は報告書を承認し、
これにより今夏からゲノム編集食品が安全審査なく
食卓に出回ることが可能になった。ゲノム編集食品
は安全審査が原則行われないことに加えて、届出が
任意となったため、事業者が必ず届けるとは限らな
い。そのため、どのような食品なのか把握すること
が困難になった。今後は消費者庁において食品表示
が検討されることになるが、届出が任意となったた
めゲノム編集食品を見分けることができなくなり、
表示の実施も困難となる可能性が高くなった。

●カナダにおける深刻なGM汚染が明らかに
　カナダの市民団体は共同で、カナダにおける 25
年間の GM 作物栽培がもたらした影響に関する報
告をまとめた。1996 年に GM 作物が導入されて以
来、GM ナタネ、GM 大豆、GM トウモロコシ、GM
テンサイ、GM アルファルファが栽培され、GM 鮭
の養殖がまもなく始まる。また、未承認 GM 小麦や

世界の出来事（2019.3 〜 2019.6）
（バイオジャーナル［http://www5d.biglobe.ne.jp/~cbic/journal/index.html］より）
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GM 亜麻などの違法栽培が発覚し、GM ブタの脱走
も起きた。その結果、ナタネの場合、広範囲な GM
汚染によって有機ナタネが栽培できなくなった。
GM 亜麻の汚染はヨーロッパ市場からの撤退をもた
らした。〔CBAN 2019/3/26〕

●豪州政府がゲノム編集食品規制せず
　オーストラリアの遺伝子技術規制局は、ゲノム編
集技術食品に関して、安全審査を不要とし、表示も
不要とする方針を示した。同国は、動物へのゲノム
編集技術規制をいち早く解除した国である。この
方針は正式な承認を経て発効される。〔GM Watch 
2019/4/13〕

●RNA干渉法による殺虫剤が土壌の生態系に影響
　RNA 干渉法を利用した殺虫剤が、土壌微生物に
影響を及ぼすことがわかった。この殺虫剤は二本
鎖 RNA(dsRNA) を昆虫に侵入させ、遺伝子の働き
を妨げて死滅させる。その dsRNA が土壌に達した
際にどうなるのか、米国ワシントン大学とスイス連
邦工科大学チューリッヒ校の研究者が共同で実験し
たところ、土壌中の酵素が dsRNA を分解する一方
で、土壌の粒子に付着して保護された状態で微生
物に取り込まれることもわかった。研究者は、土
壌の生態系に大きな影響が出る可能性があると述
べ て い る。〔Environmental Science & Technology 
2019/1/25〕

●非GM飼料として販売されるゲノム編集大豆
　米国カリクスト社が開発したゲノム編集技術応用
食品の高オレイン酸大豆の普及が拡大している。カ
リクスト社は、ミネソタ大学教授ダン・ボイタス

（Dan Voytas）が共同設立したベンチャー企業であ
る。ダン教授の研究に基づき、2 つの脂肪酸合成に
かかわる遺伝子を破壊してオレイン酸を 80％増や
し、飽和脂肪酸を 20％減少させたという。すでに
中西部のファストフードのチェーン店で食用油「カ
リノ（Calyno）」が健康を売りに使用され、100 以
上の提携農家で栽培が進められている。さらにカリ
クスト社は、飼料用大豆の商品化を進めることを明
らかにした。米国ではゲノム編集食品は GMO 規制
を免れており、同社は非 GMO の飼料として売り込
みを図る予定。〔The Minnesota Daily 2019/4/23〕

●欧米間の自由貿易交渉でゲノム編集が焦点に
　4 月 15 日、欧米間で自由貿易協定交渉がスター
トしたが、その中でゲノム編集技術規制が焦点に
なっている。EU は、農業分野は交渉の課題に入っ
ていない、米国は入っていると主張している。その
違いをもたらしているのが、関税障壁の問題には農
業分野は含まれないが、非関税障壁の問題には農業
分野は含まれるからである。そこでにわかに問題と
なってきたのが、ゲノム編集技術を用いた農作物の
扱いで、両者の間では、非関税貿易障壁の撤廃ある
いは削減が確認されており、米国がＥＵの表示や規
制が非関税貿易障壁に当たるとして、撤廃や緩和
の圧力を強めてくる可能性が強いと見られている。

〔LATP 2019/4/15〕

●ゲノム編集生物も追跡可能
　EU では、ゲノム編集で遺伝子を操作した作物
などの生物が、追跡可能かどうかを議論してきた。
2018 年 9 月の欧州委員会の質問にデュポン・パイ
オニア社が回答し、欧州委員会と共同署名した文書
で公開された。それによると、最初の段階でゲノム
編集にかかわる情報が提供されていれば検出は可
能である、としている。情報が提供されていなく
ても可能だが、遺伝子組み換え食品の分析に用い
られる PCR 法に比べて時間と費用はかかるという。

〔Inf’OGM 20019/4/28〕

●英国で新しいGMジャガイモが野外試験へ
　ゲノム編集と遺伝子組み換えを組み合わせた新た
なジャガイモの栽培をめぐり、英国内で反対運動が
強まる。このジャガイモは、セインスベリー・ラボ
ラトリーが開発したもので、複数の遺伝子を挿入し
た上にゲノム編集で特定の遺伝子を壊した。野外試
験栽培計画に、地球の友（FoE）、GM Watch ほか多
くの環境保護団体などが、環境影響評価が不十分で
あると反対声明を出した。〔GM Watch 2019/4/16〕

●RNA干渉ジャガイモ抗議で日韓台の共同声明
　日本と韓国、台湾の反 GMO に取り組む市民団体
が 5 月 18 日の「反モンサント・デー」で、シンプロッ
ト社の RNA 干渉法で開発したジャガイモに抗議し
て、共同声明を発表した。
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〈
編
集
日
誌
〉

▽
某
月
某
日　

脳
死
臓
器
移

植
を
問
い
直
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
主
催
の
市
民
講
座
「
心
停

止
後
の
臓
器
提
供
は
問
題

な
い
の
か
？　

〜
生
体
解
剖

の
恐
れ
あ
り
！
〜
」
に
行

く
。
報
告
者
は
フ
リ
ー
ラ
イ

タ
ー
の
守
田
憲
二
さ
ん
。
正

直
の
と
こ
ろ
、
心
臓
が
止

ま
っ
た
人
か
ら
の
臓
器
移
植

に
は
問
題
が
な
い
と
思
っ

て
い
た
。
け
れ
ど
も
そ
う
と

は
言
え
な
い
ら
し
い
。
丹
念

に
調
べ
て
い
く
と
、
生
と
死

と
の
境
界
さ
ま
よ
う
身
体
に

は
説
明
の
つ
か
な
い
、
不
思

議
な
現
象
が
ず
い
ぶ
ん
と
あ

る
よ
う
だ
。
公
開
論
文
や
記

事
か
ら
そ
の
よ
う
な
事
象

を
丁
寧
に
ひ
ろ
い
、
集
め

た
〝
証
拠
〟
を
も
と
に
し

て
、
移
植
へ
と
強
引
に
も
っ

て
い
く
実
態
を
淡
々
と
紹
介

し
て
い
く
。
▽
ノ
バ
ル
テ
ィ

ス
フ
ァ
ー
マ
発
売
の
白
血
病

治
療
薬
キ
ム
リ
ア
の
薬
価
が

高
額
で
話
題
と
な
っ
た
。
一

回
の
投
与
で
３
３
４
９
万
円

だ
。
今
後
、
高
額
医
薬
品
が

続
々
と
発
売
さ
れ
る
と
い
わ

れ
る
。
キ
ム
リ
ア
は
、
テ
ー

ラ
ー
メ
イ
ド
医
療
（
個
別
化

医
療
）
と
し
て
登
場
し
た
初

め
て
の
も
の
で
あ
る
。
同
じ

く
薬
価
で
話
題
と
な
っ
た

オ
プ
ジ
ー
ボ
は
発
売
当
初

３
８
０
０
万
円
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
１
４
０
０
万
円
を

切
っ
て
い
る
。
し
か
し
上
に

は
上
が
あ
る
。
米
国
で
こ
の

ほ
ど
Ｆ
Ｄ
Ａ
が
承
認
し
た
ノ

バ
ル
テ
ィ
ス
フ
ァ
ー
マ
開
発

の
脊
髄
性
筋
萎
縮
症
（
Ｓ
Ｍ

Ａ
）
遺
伝
子
療
法
治
療
薬
ゾ

ル
テ
ン
ス
マ
の
薬
価
は
、
な

ん
と
２
０
０
万
ド
ル
（
約

２
億
３
０
０
０
万
円
）。
桁
が

ひ
と
つ
違
う
。
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
選
手
の
移
籍
金
の
話
か
と

勘
違
い
し
て
し
ま
う
。
こ
の

薬
は
日
本
で
は
い
ま
審
査
中

だ
。
伝
え
る
Ｍ
Ｉ
Ｔ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
レ
ビ
ュ
ー
誌
は
、
高

額
の
薬
の
販
売
が
今
後
も
増

え
る
の
で
、
医
療
保
険
の
仕

組
み
が
大
き
く
変
わ
る
可
能

性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

▽
昨
年
１
１
月
に
中
国
の
南

科
技
大
学
准
教
授
が
〝
ゲ
ノ

ム
編
集
し
た
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
〟

を
発
表
し
て
大
き
な
話
題
と

な
っ
た
が
、
そ
の
発
表
の
中

で
は
、
も
う
ひ
と
り
が
妊
娠

中
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の

子
が
誕
生
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
学
の
ハ
ー
ル
バ
ッ
ト
教
授

は
、
元
准
教
授
と
定
期
的
に

連
絡
を
と
っ
て
お
り
、
受
胎

日
も
知
っ
て
い
る
。
親
の
特

定
に
つ
な
が
る
た
め
、
詳
細

を
公
表
し
な
い
が
、
雑
誌
掲

載
時
（
７
月
８
日
）
３
８
週

〜
４
２
週
だ
と
い
う
。
中
国

政
府
が
発
表
す
る
か
ど
う
か

は
不
明
で
あ
る
。
▽
す
で
に

誕
生
し
て
い
る
２
人
の
子
に

つ
い
て
。
Ｃ
Ｃ
Ｒ
５
と
い
う

遺
伝
子
に
ゲ
ノ
ム
編
集
を
施

し
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
に
く

い
よ
う
に
改
変
し
た
と
い
う

け
れ
ど
も
、
こ
の
変
異
を
も

つ
と
寿
命
が
平
均
し
て
１
９

年
短
命
で
あ
る
と
い
う
報
告

が
こ
の
ほ
ど
出
た
。
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
リ
ー
校

の
集
団
遺
伝
学
者
ラ
ス
ム
ス
・

ニ
ー
ル
セ
ン
教
授
が
、
英
国

の
巨
大
遺
伝
子
バ
ン
ク
（
Ｕ

Ｋ
バ
ン
ク
）
に
登
録
さ
れ
て

い
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
情
報
と
死
亡
記

録
と
を
分
析
し
て
発
見
し
た
。

▽
現
在
ま
で
に
人
の
受
精
卵

に
ゲ
ノ
ム
編
集
、
ク
リ
ス
パ
ー

を
施
し
た
と
す
る
論
文
は
十

数
本
あ
る
ら
し
い
。
そ
の
ひ

と
り
、
ロ
シ
ア
の
デ
ニ
ス
・

レ
プ
リ
コ
フ
教
授
（
ビ
ラ
ゴ

フ
名
称
ロ
シ
ア
国
立
医
学
研

究
大
学
）
は
、
国
立
ク
ラ
コ

フ
産
婦
人
科
・
周
産
期
医
療

セ
ン
タ
ー
長
と
共
著
で
昨
年

４
月
に
論
文
を
発
表
し
て
い

る
。
記
事
に
よ
る
と
現
在
も

申
請
中
で
、
承
認
さ
れ
次
第
、

実
験
に
と
り
か
か
る
つ
も
り

だ
と
ネ
イ
チ
ャ
ー
誌
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
い
る
。

（
Ｔ
）

〈
編
集
後
記
〉

　

通
信
１
４
４
号
を
お
届

け
し
ま
す
。
今
号
は
３
月
に

京
都
で
開
い
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
報
告
、
５
月
定
例
会

の
報
告
ほ
か
、
盛
り
だ
く
さ

ん
に
な
り
ま
し
た
。
８
月
に

東
京
で
、
１
０
月
に
大
阪
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま

す
。
９
月
は
定
例
会
も
あ
り

ま
す
の
で
、
開
催
日
や
場
所

な
ど
お
間
違
え
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
み
な
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

本
日
７
月
１
１
日
の
午
後

の
気
温
が
２
３
度
。
暑
中
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と

の
挨
拶
が
相
応
し
い
か
迷

い
ま
す
。
昨
夏
の
酷
暑
か
ら

打
っ
て
変
わ
り
今
年
は
冷

夏
か
も
し
れ
な
い
と
予
報

士
が
伝
え
て
い
ま
す
。（

Ｓ
）


